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緑
を
育
て
、
守
る
、

 

林
野
労
組

　

先
日
、
新
作

映
画
が
公
開
さ

れ
、
初
日
に
見

た
。
タ
イ
ト
ル

は
「
ア
ン
ト
ニ

オ
猪
木
を
さ
が

し
て
」。
燃
え
る
闘
魂
と
呼
ば
れ

多
く
の
人
に
夢
と
感
動
を
与
え
た

彼
の
人
生
を
振
り
返
っ
た
内
容

だ
っ
た
▼
闘
志
溢
れ
る
闘
い
や
、

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
場
面
も
あ
り
、

彼
の
人
間
性
も
見
ら
れ
た
。
闘
志

溢
れ
る
彼
で
も
晩
年
の
闘
病
時
に

は
体
は
痩
せ
こ
け
て
、
燃
え
る
闘

魂
で
も
そ
ん
な
状
態
に
な
る
の
か

と
驚
き
を
隠
せ
な
か
っ
た
▼
プ
ロ

レ
ス
に
は
引
退
の
年
齢
は
な
く
、

現
役
で
あ
る
以
上
は
激
し
い
闘
い

が
あ
り
、
過
去
の
古
傷
等
も
多
い

で
あ
ろ
う
。
猪
木
氏
と
ラ
イ
バ
ル

だ
っ
た
Ｇ
ア
ン
ト
Ｂ
場
氏
に
お
い

て
は
生
涯
現
役
で
人
生
の
幕
を
下

ろ
し
た
▼
少
子
高
齢
化
で
人
手
不

足
の
現
代
に
お
い
て
、
仕
事
で
も

定
年
延
長
が
繰
り
返
さ
れ
、
つ
い

に
は
引
退
年
齢
（
定
年
退
職
）
が

な
く
な
り
、
人
生
の
最
期
ま
で
激

闘
（
加
重
労
働
）
と
い
う
世
の
中

と
な
ら
ぬ
事
を
切
に
祈
り
、
切
に

願
う
。 

（
Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ｅ
）

年輪

　

交
渉
の
冒
頭
、
加
藤
地
本
委
員
長

は
「
平
成
25
年
よ
り
一
般
会
計
化
し
、

10
年
を
経
過
し
た
が
、
こ
の
間
毎
年

要
求
し
て
き
て
い
る
。
人
事
院
に
お

い
て
も
異
動
等
あ
っ
た
と
思
う
が
、

こ
れ
ま
で
の
要
求
に
つ
い
て
は
引
き

継
が
れ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

奥
地
や
山
間
部
な
ど
他
の
行
政
官
庁

に
は
な
い
極
め
て
特
殊
性
の
高
い
業

務
を
進
め
て
い
る
が
、
そ
の
特
殊
性

が
勤
務
条
件
や
諸
手
当
に
反
映
さ
れ

て
い
な
い
。
慢
性
的
な
マ
ン
パ
ワ
ー

不
足
で
あ
り
、
職
員
が
減
少
を
続
け

る
中
で
現
場
業
務
だ
け
で
な
く
市
町

村
や
民
有
林
へ
の
支
援
業
務
、
近
年

多
発
し
て
い
る
自
然
災
害
へ
の
対
応

等
、
多
岐
に
わ
た
り
複
雑
化
し
て
お

り
業
務
の
遂
行
が
困
難
と
な
っ
て
き

て
い
る
実
態
を
発
言
し
て
い
く
の
で
、

国
有
林
の
現
場
実
態
を
認
識
し
現
状

改
善
に
向
け
た
前
向
き
な
回
答
を
求

め
る
」
と
挨
拶
し
、
人
事
院
九
州
事

務
局
伊
藤
総
務
課
長
に
要
求
書
を
手

交
し
ま
し
た
。

　

内
容
は
、
①
級
別
定
数
に
つ
い
て

は
、
複
雑
か
つ
困
難
な
業
務
と
な
っ

て
き
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
た
職
務

評
価
の
適
正
化
を
図
る
と
と
も
に
、

２
〜
６
級
の
定
数
を
維
持
す
る
こ
と
。

多
数
の
一
般
職
員
が
役
付
け
ポ
ス
ト

業
務
に
従
事
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

昇
格
基
準
の
緩
和
及
び
俸
給
月
額
に

調
整
額
を
適
用
す
る
こ
と
②
森
林
官

（
３
Ｇ
）
に
つ
い
て
、
業
務
は
多
岐

に
わ
た
り
困
難
及
び
責
任
の
度
合
い

が
増
し
て
い
る
こ
と
か
ら
級
別
標
準

職
務
表
に
お
け
る
４
Ｇ
と
複
雑
、
困

難
及
び
責
任
の
度
が
同
程
度
の
職
務

に
位
置
づ
け
る
こ
と
、
ま
た
、
俸
給

月
額
に
調
整
額
を
適
用
し
、
森
林
官

の
級
の
切
り
下
げ
は
行
わ
な
い
こ
と

③
行
（
二
）
に
つ
い
て
は
、
級
構
成

の
簡
素
化
や
号
級
較
差
額
の
改
善
を

図
る
こ
と
。
ま
た
、
部
下
数
制
限
条

項
の
さ
ら
な
る
弾
力
的
運
用
を
図
る

こ
と
④
特
殊
勤
務
手
当
に
つ
い
て
は
、

国
有
林
の
現
場
業
務
に
お
け
る
特
殊

性
を
踏
ま
え
、
支
給
要
件
の
見
直
し

を
行
う
と
と
も
に
適
用
業
務
の
拡
充

を
図
る
こ
と
。
ま
た
、
諸
手
当
に
つ

い
て
特
に
地
方
で
勤
務
す
る
職
員
の

勤
務
条
件
の
向
上
と
な
る
よ
う
改
善

を
図
る
こ
と
⑤
雇
用
と
年
金
の
接
続

に
つ
い
て
、
希
望
ど
お
り
の
再
任
用

の
実
現
を
図
る
こ
と
。
生
活
水
準
が

確
保
で
き
る
給
与
制
度
の
改
善
と
あ

わ
せ
、
支
給
対
象
と
さ
れ
て
い
な
い

各
種
手
当
て
を
支
給
対
象
と
す
る
こ

と
⑥
定
年
引
上
げ
に
係
る
60
歳
前
後

の
給
与
水
準
の
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、

ゆ
と
り
あ
る
生
活
を
確
保
で
き
る
水

準
と
す
る
こ
と
と
あ
わ
せ
、
55
歳
定

昇
ス
ト
ッ
プ
を
見
直
す
こ
と
。
新
規

採
用
者
数
に
影
響
が
生
じ
な
い
よ
う

定
員
の
弾
力
的
運
用
等
を
図
る
こ
と

⑦
い
わ
ゆ
る
ピ
ー
ク
時
特
例
に
つ
い

て
は
、
退
職
手
当
に
不
利
益
が
生
じ

る
場
合
は
60
歳
時
点
の
俸
給
月
額
を

用
い
て
退
職
手
当
を
算
出
す
る
等
の

運
用
と
す
る
こ
と
⑧
通
勤
手
当
に
つ

い
て
、
自
動
車
使
用
に
か
か
る
燃
料

代
を
反
映
す
る
こ
と
。
公
共
交
通
機

関
使
用
通
勤
者
の
限
度
額
を
引
き
上

げ
る
こ
と
⑨
看
護
休
暇
の
休
暇
日
数

の
拡
大
や
対
象
年
齢
の
改
善
を
図
る

こ
と
。
夏
季
休
暇
を
５
日
間
に
拡
大

す
る
こ
と
⑩
地
域
手
当
の
支
給
対
象

地
区
の
拡
大
を
図
る
こ
と
等
を
求
め

ま
し
た
。

　

ま
た
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
者
が
発

言
し
、「
山
上
等
作
業
手
当
の
適
用

業
務
拡
大
と
増
額
」「
昇
格
基
準
の

緩
和
」「
燃
料
費
高
騰
に
よ
る
通
勤

手
当
の
見
直
し
」「
看
護
休
暇
の
充

実
」
等
の
現
場
実
態
を
踏
ま
え
た
声

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
人
事
院
は
、
①
級
別

定
数
に
つ
い
て
は
、
改
定
は
総
理
大

臣
が
行
う
こ
と
と
な
っ
て
い
る
が
、

人
事
院
を
尊
重
す
る
と
し
て
い
る
。

改
定
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
沿
っ
て
ポ

ス
ト
数
や
人
員
数
を
踏
ま
え
て
本
年

も
適
切
に
改
定
を
行
い
た
い
と
考
え

て
い
る
。
強
い
要
望
が
あ
っ
た
こ
と

を
本
院
へ
伝
え
る
②
森
林
官
の
職
内

容
や
現
場
の
実
態
は
以
前
よ
り
聞
き

伺
っ
て
い
る
。
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
や

調
整
額
適
用
、
級
の
切
り
下
げ
を
行

わ
な
い
こ
と
の
要
望
が
あ
っ
た
こ
と

を
本
院
へ
伝
え
る
③
行
（
二
）
に
つ

い
て
は
、
各
省
庁
か
ら
話
を
聞
い
て

配
慮
し
て
き
て
い
る
。
今
後
も
意
見

を
聞
き
な
が
ら
適
切
に
対
処
し
て
い

き
た
い
。
要
求
内
容
は
本
院
へ
伝
え

る
④
自
然
災
害
等
も
九
州
で
は
多
く

発
生
し
て
い
る
。
実
態
を
踏
ま
え
て

要
求
は
本
院
へ
伝
え
る
⑤
再
任
用
職

員
の
給
与
に
つ
い
て
は
、
公
務
に
お

け
る
人
事
運
用
の
実
態
や
民
間
企
業

に
お
け
る
状
況
等
を
踏
ま
え
、
随
時

見
直
し
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
も
職

員
団
体
等
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
再

検
討
を
進
め
る
⑥
定
年
引
上
げ
に
係

る
給
与
水
準
に
つ
い
て
は
、
関
係
団

体
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
65
歳
定
年

が
完
成
す
る
前
の
間
に
検
討
を
進
め

る
こ
と
と
な
る
。
定
員
に
つ
い
て
は

各
府
省
等
が
要
求
時
に
具
体
的
な
定

員
・
級
別
定
数
の
要
求
を
行
う
こ
と

と
さ
れ
て
い
る
⑦
退
職
手
当
に
つ
い

て
は
、
関
係
す
る
部
局
に
働
き
か
け

る
よ
う
本
院
に
伝
え
る
⑧
通
勤
手
当

に
つ
い
て
は
、
民
間
の
状
況
、
公
務

に
お
け
る
実
態
を
踏
ま
え
て
必
要
な

検
討
を
行
っ
て
い
く
。
要
求
は
本
院

へ
伝
え
る
⑨
休
暇
・
休
業
制
度
に
つ

い
て
は
、
民
間
に
お
け
る
普
及
状
況

を
基
本
に
、
適
宜
見
直
し
を
行
っ
て

き
て
い
る
。
要
求
は
本
院
へ
伝
え
る

⑩
地
域
手
当
に
つ
い
て
は
、
統
計
調

査
で
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
に
基
づ
き
、

約
10
年
ご
と
に
見
直
し
を
行
っ
て
い

る
。
要
求
は
本
院
へ
伝
え
る
等
の
回

答
が
あ
り
ま
し
た
。

　

要
求
内
容
を
確
実
に
本
院
へ
伝
え

る
こ
と
を
確
認
し
て
交
渉
を
終
了
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
各
分
会
で
対
応
し
て
い

た
「
組
合
費
等
の
二
次
控
除
処
理
」

の
変
更
に
伴
い
、
10
月
20
日
に
全
分

会
を
対
象
と
し
て
、
地
本
6
名
、
九

州
労
働
金
庫
2
名
で
W
e
b
会
議

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
加
藤
地
本
委
員
長
よ
り
、

「
財
政
に
係
わ
る
情
勢
」
を
交
え
た

挨
拶
を
受
け
た
後
、
処
理
変
更
に
伴

う
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
、
処
理
変
更
に
至
っ
た
経
緯

と
し
て
は
、「
分
会
担
当
者
の
負
担

軽
減
」「
個
人
情
報
保
護
の
強
化
」

を
底
支
え
す
る
た
め
、
検
討
を
重
ね

て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

検
討
の
結
果
、
今
後
は
地
本
で
一

括
し
て
事
務
処
理
を
行
う
こ
と
と
し
、

W
e
b
会
議
で
意
思
統
一
を
図
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
今
回
、
全
分
会
を
繋
い
で
初

の
W
e
b
会
議
と
い
う
こ
と
で
し

た
が
、
ト
ラ
ブ
ル
等
も
な
く
進
行
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
、

様
々
な
場
面
で
も
活
用
す
る
な
ど
、

W
e
b
の
特
性
を
活
か
し
た
運
動

を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

当
面
の
行
動

11
月
15
日　

全
山
労
宮
崎
同
友
会
大

会
（
日
向
市
）

　
　

17
日　

2
0
2
3
新
採
労
働
学

校
（
19
日
ま
で
）

12
月
1
日　

単
産
学
習
交
流
集
会

　
　

4
日　

要
請
行
動
（
大
分
市
）

　
　

9
日　

西
南
三
地
本
会
議

　
　

16
日　

第
６
回
地
本
レ
ク

　
　

21
日　

地
本
団
体
交
渉

　
　

22
日　

全
国
代
表
者
会
議

✿
✿
✿
✿
✿
✿
✿
✿
✿
✿
✿

～人事院九州事務局交渉～

の匠匠 ワン
シトョッシシシトョッ

たくみたくみ

「巨大ヤマネコ現る‼」
（撮影者　東　泰晟：沖縄分会）

「匠の一言」　
　イリオモテヤマネコの最大サイズはこれ
くらいあるそうです。

人事院の機能発揮を強く求める
各ブロックから結集し問題解決に向け交渉

組合費の振替先変更のお知らせ
★組合員の皆様へ★

　2023．12月より組合費の振替
（引落し）先が変更になります。

旧）組合員口座→分会口座

新）組合員口座→地本口座

　

九
州
地
本
で
は
、
10
月
17
日
に
人
事
院
九

州
事
務
局
交
渉
を
実
施
。
通
算
10
回
目
の
実

施
と
な
り
ま
し
た
が
、
今
回
の
交
渉
で
も
各

ブ
ロ
ッ
ク
よ
り
代
表
者
４
名
が
参
加
、
地
本

執
行
部
を
含
め
、
総
勢
10
名
で
交
渉
。
ブ

ロ
ッ
ク
参
加
者
は
、
北
部
ブ
ロ
ッ
ク
・
稲
員

（
福
岡
分
会
）、
熊
本
ブ
ロ
ッ
ク
・
米
本
（
熊

本
南
部
分
会
）、
宮
崎
ブ
ロ
ッ
ク
・
井
上

（
西
都
児
湯
分
会
）、
鹿
児
島
ブ
ロ
ッ
ク
・
下

田
（
鹿
児
島
分
会
）。

分
会
財
政
担
当
者
会
議
（
W
e
b
）

　
　
　
　
　
　
　
　
全
分
会
で
意
思
統
一



林 野 労 組 九 州

来
の
実
現
に
向
け
真
摯
な
議
論
を
お

願
い
す
る
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

続
い
て
古
村
森
林
労
連
書
記
長
が
、

2
0
2
1
、2
0
2
2
年
度
運
動
の

総
括
と
、
2
0
2
3
、2
0
2
4
年

度
運
動
方
針
（
案
）、
松
本
財
政
局

長
よ
り
会
計
決
算
及
び
予
算
（
案
）

を
提
案
し
、
質
疑
討
論
に
入
り
ま
し

た
。

　

討
論
で
は
、
○
樹
木
採
取
権
に
つ

い
て
○
振
動
障
害
に
つ
い
て
な
ど
の

討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
及
び

大
会
宣
言
を
満
場
一
致
で
可
決
し
、

全
日
程
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

新
た
な
九
州
地
方
森
林
労
連
の
執

行
体
制
は
次
の
と
お
り
で
す
。

執
行
委
員
長　
　

加
藤
吉
征

 

（
林
野
労
組
）

副
執
行
委
員
長　

中
川
秀
樹

 

（
林
野
労
組
）

副
執
行
委
員
長　

柏
田　

清

 

（
全
山
労
宮
崎
）

書
記
長　
　
　
　

古
村
健
児

 

（
林
野
労
組
）

書
記
次
長　
　
　

歌
野
国
光

 

（
林
野
労
組
）

財
政
局
長　
　
　

松
本
慎
剛

 

（
林
野
労
組
）

執
行
委
員　
　
　

冨
高
義
生

 

（
全
山
労
宮
崎
同
友
会
）

執
行
委
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（
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山
労
宮
崎
）

　

今
回
の
役
員
改
選
で
、
甲
斐
執
行

委
員
長
、
有
田
副
委
員
長
、
前
川
書

記
次
長
、
宮
崎
執
行
委
員
が
退
任
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
ご
苦
労
と

ご
尽
力
に
対
し
、
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

「
ホ
テ
ル
キ
ン
グ
」
に
お
い
て
、
組

合
員
18
名
の
出
席
の
も
と
第
20
回
定

期
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

昨
年
ま
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
、
書
面
決
議
よ
る
開

催
で
し
た
が
、
今
年
は
、
３
年
ぶ
り

の
集
合
形
式
に
よ
る
大
会
と
な
り
ま

し
た
。

　

冒
頭
、
白
内
委
員
長
か
ら
「
約
３

年
半
に
わ
た
り
国
民
生
活
に
多
大
な

影
響
を
及
ぼ
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
に

よ
っ
て
、
労
働
者
の
雇
用
や
賃
金
、

し
、
我
々
と
し
て
も
中
央
、
地
本
を

支
え
、
分
会
と
し
て
や
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
を
し
っ
か
り
見
極
め
、

闘
お
う
」
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

来
賓
挨
拶
で
は
九
州
地
本
の
加
藤

執
行
委
員
長
、
連
合
人
吉
球
磨
人
吉

地
協
事
務
局
長
の
久
保
田
氏
、
九
州

ろ
う
き
ん
人
吉
支
店
長
松
﨑
氏
ら
か

ら
激
励
の
挨
拶
や
現
在
の
情
勢
等
を

含
め
挨
拶
を
受
け
ま
し
た
。

　

議
事
で
は
、
山
口
議
長
の
進
行
の

下
、
２
０
２
２
年
度
の
闘
い
の
経
過

と
総
括
・
２
０
２
３
年
度
運
動
方
針

（
案
）
を
執
行
部
に
よ
り
報
告
・
提

案
が
あ
り
活
発
な
質
疑
・
討
論
が
行

わ
れ
、
満
場
一
致
で
承
認
・
採
択
さ

れ
ま
し
た
。

　

役
員
改
選
で
は
役
員
推
薦
委
員
よ

り
新
役
員
に
つ
い
て
提
案
が
あ
り
、

満
場
一
致
の
拍
手
で
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
・

大
会
宣
言
が
採
択
さ
れ
、
最
後
に
米

本
新
執
行
委
員
長
に
よ
る
、
団
結
ガ

ン
バ
ロ
ー
の
挨
拶
で
閉
会
し
ま
し
た
。

【
北
薩
分
会
：
猪
島
通
信
員
】

　

北
薩
分
会
は
９
月
８
日
、
出
水
市

【
熊
本
南
部
分
会
：
後
藤
通
信
員
】

　

熊
本
南
部
分
会
第
19
回
定
期
大
会

が
9
月
14
日
、
九
州
ろ
う
き
ん
人
吉

支
店
会
議
室
に
お
い
て
組
合
員
26
名

（
委
任
状
８
名
）
出
席
の
も
と
開
催

し
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
川
口
執
行
委
員
長
か
ら

「
岸
田
内
閣
は
第
二
次
岸
田
改
造
内

閣
を
発
足
し
、
13
名
の
ポ
ス
ト
入
れ

替
え
を
行
い
、
ま
た
女
性
閣
僚
を
起

用
す
る
と
い
っ
た
変
化
を
ア
ピ
ー
ル

す
る
な
ど
独
占
的
岸
田
内
閣
が
続
い

て
い
る
状
況
に
あ
る
。
原
発
処
理
水

問
題
等
、
課
題
が
山
積
み
し
て
い
く

中
、
ど
う
舵
取
り
を
す
る
の
か
注
視

　

2
0
2
3
年
10
月
27
日
、
熊
本
市

の
九
州
森
林
労
連
会
館
に
お
い
て
、

九
州
地
方
森
林
労
連
第
18
回
定
期
大

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
各
地
域
森
林
労
連
、

全
山
労
、
直
加
盟
民
林
労
組
か
ら
代

議
員
な
ど
19
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
中
川
森
林
労
連
副
委
員

長
の
開
会
あ
い
さ
つ
で
始
ま
り
、
大

会
議
長
に
各
地
域
森
林
労
連
の
柿
田

代
議
員
（
林
野
労
組
）
を
選
出
。

　

冒
頭
、
加
藤
森
林
労
連
執
行
委
員

長
は
、
政
治
情
勢
に
触
れ
た
後
、

「
戦
後
植
林
さ
れ
た
人
工
林
が
成
長

し
て
森
林
資
源
は
充
実
し
て
い
る
が
、

依
然
と
し
て
林
業
経
営
は
厳
し
く
、

そ
こ
で
働
く
労
働
者
の
処
遇
改
善
が

図
ら
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
状
況

に
あ
る
。
現
状
に
つ
い
て
は
、
全
産

業
に
比
べ
て
約
90
万
ほ
ど
低
い
状
況

に
あ
り
、
引
き
続
き
課
題
の
前
進
に

向
け
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

　

こ
う
し
た
取
組
を
進
め
る
に
は
組

織
強
化
が
重
要
で
あ
り
、
組
織
強
化

の
運
動
は
組
織
拡
大
と
労
働
運
動
を

全
体
で
進
め
、
組
織
の
基
盤
を
固
め

る
組
織
態
勢
の
確
立
を
図
り
、
各
組

織
が
労
働
運
動
の
意
義
を
確
認
し
、

強
い
組
織
を
作
る
こ
と
が
大
切
で
あ

る
。
ク
ビ
と
命
と
暮
ら
し
を
守
る
た

め
、
今
、
何
を
や
る
べ
き
か
し
っ
か

り
と
読
み
取
り
つ
つ
組
織
と
し
て
の

行
動
を
確
認
し
、
乗
り
遅
れ
の
な
い

運
動
を
作
り
上
げ
て
行
く
こ
と
が
重

要
。

　

多
く
の
取
り
巻
く
情
勢
や
課
題
が

あ
る
が
、
各
構
成
組
織
の
明
る
い
未

労
働
環
境
や
働
き
方
に
も
変
革
が
求

め
ら
れ
て
き
た
中
で
、
国
有
林
野
事

業
に
お
い
て
は
、
慢
性
的
な
労
働
過

重
と
な
っ
て
い
る
職
場
実
態
や
森
林

官
等
の
空
席
ポ
ス
ト
の
解
消
等
、
現

場
管
理
機
能
強
化
に
係
る
要
員
配
置

を
求
め
取
組
を
進
め
て
き
た
が
、
未

だ
解
消
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
今
後

も
粘
り
強
く
課
題
解
消
に
向
け
た
交

渉
等
の
積
み
上
げ
な
ど
、
取
組
を
進

め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ

れ
ら
の
運
動
の
取
り
組
み
に
対
す
る

活
発
な
議
論
を
行
い
、
健
全
な
国
有

林
野
事
業
の
実
現
に
向
け
て
、
来
年

度
の
運
動
方
針
を
決
定
・
確
認
し
て

い
た
だ
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。
来
賓
は
、
中
川
地
本
副
委

員
長
は
じ
め
、
早
水
連
合
地
協
議
長
、

野
間
立
憲
民
主
党
県
連
、
出
口
労
金

川
内
支
店
長
が
出
席
さ
れ
、
連
帯
と

激
励
の
ご
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。

　

議
事
で
は
、
2
0
2
2
年
度
運
動

の
総
括
と
2
0
2
3
年
度
運
動
方
針

案
と
新
た
な
執
行
体
制
な
ど
、
組
合

員
全
員
の
賛
成
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
再
任
と
な
っ
た
白
内
委
員

長
の
音
頭
で
、
組
合
員
全
員
に
よ
る

団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
を
行
い
、
今
大
会

を
終
了
し
ま
し
た
。

　

終
了
後
、
会
場
を
移
し
懇
親
会
を

開
催
し
、
組
合
員
の
親
睦
と
団
結
を

図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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「新婚ホヤホヤ」
田中　靖政さん（佐賀分会）

　

佐
賀
分
会
よ
り
紹
介
す
る
の
は
、

さ
わ
や
か
な
笑
顔
と
お
昼
休
み
の

散
歩
は
欠
か
さ
な
い
、
福
岡
県
小

郡
市
出
身
の
田
中
靖
政
（
た
な
か

や
す
ま
さ
）
さ
ん
で
す
。

　

佐
賀
森
林
管
理
署
で
は
、
管
理

を
担
当
し
て
外
部
対
応
な
ど
大
変

そ
う
な
仕
事
も
そ
つ
な
く
テ
キ
パ

キ
と
こ
な
し
て
し
ま
い
、
署
員
か

ら
の
信
頼
も
と
て
も
厚
く
分
会
に

と
っ
て
欠
か
せ
な
い
存
在
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
田
中
さ
ん
は
５
月
に
前

任
地
の
鹿
児
島
県
に
あ
る
、
城
山

ホ
テ
ル
で
と
っ
て
も
素
敵
な
結
婚

式
を
無
事
挙
げ
ら
れ
た
そ
う
で
、

幸
せ
い
っ
ぱ
い
の

「
新
婚
ホ
ヤ
ホ
ヤ
」。

栄
養
士
の
奥
さ
ん
の

料
理
が
か
な
り
上
手

だ
そ
う
で
、
少
し

太
っ
て
し
ま
っ
た
そ

う
で
す
。
天
気
の
い

い
お
昼
休
み
は
お
弁

当
も
食
べ
ず
に
署
の

周
辺
の
散
歩
に
出
掛

け
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
多
趣
味
な
田
中
さ
ん
は

ゴ
ル
フ
を
中
心
に
趣
味
の
世
界
を

広
げ
て
お
り
、
最
近
で
は
当
分
会

の
新
採
を
引
き
連
れ
て
ゴ
ル
フ
の

打
ち
っ
放
し
に
行
き
、
情
熱
の
こ

も
っ
た
指
導
を
し
て
い
る
み
た
い

で
す
。

　

加
え
て
、
大
学
生
時
代
に
は
小

郡
か
ら
佐
賀
ま
で
自
転
車
で
通
学

す
る
ほ
ど
自
転
車
が
大
好
き
だ
っ

た
そ
う
で
、
今
年
は
ゴ
ル
フ
に
加

え
て
か
っ
こ
い
い
自
転
車
で
の

ツ
ー
リ
ン
グ
を
計
画
し
て
い
る
様

子
。

　

通
常
業
務
に
加
え
て
組
合
活
動

や
後
輩
の
面
倒
を
よ
く
見
て
く
れ

る
優
し
い
田
中
さ
ん
の
今
後
の
活

躍
に
期
待
で
す
。

 

（
髙
倉
通
信
員
：
佐
賀
分
会
）

組織強化に向けた開会挨拶

全員でガンバロー

新執行体制で

活発な意見が出される

新体制でガンバロー

分　会 執行委員長 副執行委員長 書記長 （財政担当） 執行委員
福　岡 稲員　優次 東條衣里子 園田　泰夫 辻田　優衣 辻田　優衣 田畑　駿也
佐　賀 峯　　良彦 髙倉　大斗 中島　純也 髙倉　大斗 牧瀨　和孝
長　崎 秋吉　新二 吉田　幸一 前田　聖人 志村　康介 清田　泰志 志村　康介
熊　本 下大迫伸一 羽野誠一郎 今村　　誠 市原　増雄 古村理恵子 古村理恵子
熊本南部 米本　龍正 後藤　貴裕 三浦　健司 橋本　麻美 松永　恭一 橋本　麻美 山口　　聖
大　分 武原　龍行 石田　義幸 山形　良平 佐藤　昭晴 中村　　帝 中村　　帝
大分西部 橋本　賢一 中山　俊和 蒲池　勝也 稲員　友樹 稲員　友樹 井上　和也
宮崎北部 岩本　浩三 原口　尚也 山川　祐一 原口　尚也 山口　隆志 丸岡　仁人
西都児湯 井上　祐輔 木﨑真一郎 鶴山　喜之 木﨑真一郎 江口　保広 林田　胡桃
宮　崎 宮本　和久 阿部　一元 河合さつき 柿田　憲司 兼城　華鈴 山元　義希 兼城　華鈴
技術ｾﾝﾀｰ 柿本　一宏 川畑　地歩 岩下　正斉 川畑　地歩
都城支署 河本　正人 那須　芳広 森　　俊之 那須　芳広 南﨑亜紀子 小谷　　豊 藤原　洋太
宮崎南部 加藤　省三 三國　卓裕 出田　正哲 冨田　尚斗 久保　和幸 冨田　尚斗
大　隅 小島　洋一 岩下　泰弘 吉田　貴博 岩下　泰弘 岩﨑　正二 藤崎恵莉佳
北　薩 白内　慎哉 森本　博之 猪嶌　憲治 森本　博之 川畑　勇二 平生　貴成 東　　佑太
鹿児島 小薄　政弘 江口　　晃 岩下　晃之 下田　悠介 岩下　晃之 鳥居　大輔
屋久島 髙本　宗昭 木下　栄治 木﨑　慎一 石原　春菜 濱田　　巧 石原　春菜 迫　　裕樹
沖　縄 西　　文彦 坂本　法博 山口　利明 東　　泰晟 小崎　凌平 東　　泰晟
局 後藤　一哉 西山　太英 藤川　涼一 内海　康雄 藤川　涼一 小山　雄平 坂元　美聖 平松　大志

地　本 加藤　吉征 中川　秀樹 古村　健児 松本　慎剛 松本　慎剛 歌野　国光 加来　尚貴

林野労組　九州地本　執行体制一覧

2023年10月7日現在

北

薩

分

会

熊
本
南
部
分
会

交
渉
積
み
上
げ
課
題
解
消
に
全
力
で

取
り
組
む

　
全
分
会
で
大
会
終
了

諸
課
題
の
前
進
と
運
動
の
発
展
に
向
け
継
続
し
て

取
り
組
む
こ
と
を
確
認
　
〜
九
州
地
方
森
林
労
連
第
18
回
定
期
大
会
〜


